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◆
青
一-

一 

『
風
姿
花
伝
（花
伝
書
）』（世
阿
弥
／
野
上
豊
一
郎
・西
尾
実
校
訂
） 

◆
赤
四
三
四-

〇 

『
ト
ニ
オ
・ク
レ
エ
ゲ
ル
』（ト
オ
マ
ス
・マ
ン
／
実
吉
捷
郎
訳
） 

ど
ち
ら
も
実
は
他
の
文
庫
で
も
読
め
る
が
、
こ
れ
を
読
ん
だ
頃
、
紙
質
・活
字
・文
字
の
間

隔
、
す
べ
て
が
他
の
文
庫
よ
り
も
岩
波
文
庫
の
も
の
が
好
き
で
し
た
。 

ど
ち
ら
も
、
校
訂
の
野
上
豊
一
郎
や
翻
訳
者
・実
吉
捷
郎
の
言
葉
の
使
い
方
も
好
き
で
す
。

（名
古
屋
本
店 

福
澤
） 

 

◆
青
一
〇
二-

三 

『
学
問
の
す
ゝ
め
』（福
沢
諭
吉
） 

・著
名
な
冒
頭
の
文
だ
け
で
終
わ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
当
時
の
本
と
し
て
は
格
別
に
読

み
や
す
い
。
若
い
方
に
も
お
す
す
め
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

・福
沢
諭
吉
の
名
作
。
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
。 

（有
楽
町
店 

石
川
） 

 

◆
青
一
一
〇-

一 

『
中
江
兆
民 

三
酔
人
経
綸
問
答
』（桑
原
武
夫
・島
田
虔
次
訳
・校
注
） 

明
治
の
教
養
が
、
昭
和
の
達
意
の
訳
注
を
介
し
て
平
成
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ぞ
岩

波
文
庫
か
ら
の
恩
恵
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（池
袋
本
店 

後
藤
） 

 

◆
青
一
一
九-

三 

『
代
表
的
日
本
人
』（内
村
鑑
三
／
鈴
木
範
久
訳
） 

日
本
人
は
素
晴
ら
し
い
と
誇
れ
る
一
冊
。  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（東
京
営
業
所 

山
田
） 

 

◆
青
一
二
四-

一 

『
善
の
研
究
』（西
田
幾
多
郎
） 

・日
本
人
に
よ
る
、
思
惟
の
極
限
への
道
程
の
端
緒
。
純
粋
経
験
か
ら
様
々
な
語
彙
に
よ
る

議
論
を
経
て
絶
対
矛
盾
自
己
同
一
の
概
念
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
根
気
が
要
る
が
、
ま
ず

は
こ
こ
か
ら
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

・学
生
時
代
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
一
冊
。
最
初
に
読
ん
だ
時
、
日
本
語
で
書
い
て
あ
る
文
章

な
の
に
理
解
出
来
ず
、
幾
度
も
読
み
返
し
た
。
思
考
（思
索
）す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、

ガ
ツ
ン
と
突
き
つ
け
ら
れ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（分
類
コ
ー
ド
担
当 

三
浦
） 

 

◆
青
一
三
八-

七 

『
蝸
牛
考
』（柳
田
国
男
） 

言
葉
の
伝
播
を
探
り
な
が
ら
日
本
の
周
縁
に
光
を
当
て
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
試
み
は
今
も

新
鮮
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（営
業
企
画
室 

内
田
） 

 

◆
青
一
三
八-

一
〇 

『
婚
姻
の
話
』（柳
田
国
男
） 

日
本
民
俗
学
の
創
始
者
、
柳
田
国
男
が
ど
う
や
っ
て
結
婚
相
手
を
見
つ
け
、
婚
姻
す
る
の

か
、「
聟
入
（む
こ
い
り
）」、「
婿
入
」、「
お
見
合
い
」、「
恋
愛
」そ
れ
ぞ
れ
を 

学
問
と
し
て
論

じ
て
い
ま
す
。
戦
後
直
後
の
発
売
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
現
在
の
社
会
問
題
を
予
見
し
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
読
物
と
し
て
も
非
常
に
楽
し
め
る
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。 （経

堂
店 

小
橋
） 

 

◆
青
一
四
四-

一
～
五 

『
特
命
全
権
大
使 

米
欧
回
覧
実
記
』全
五
冊
（久
米
邦
武
編
／
田
中

彰
校
注
） 

条
約
改
正
を
目
的
と
し
た
岩
倉
使
節
団
の
視
察
見
聞
記
。
原
書
は
全
一
〇
〇
巻
（五
編
五

冊
）と
い
う
膨
大
な
も
の
。
そ
の
詳
細
な
記
述
、
精
緻
な
イ
ラ
ス
ト
な
ど
編
者
の
博
覧
強
記
ぶ

り
に
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
治
維
新
一
五
〇
周
年
を
前
に
し
て
是
非
、
全
五
巻
箱
入
り

セ
ッ
ト
で
こ
の
機
会
に
読
ん
で
頂
き
た
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

平
井
） 

 

◆
青
一
四
四-

二 

『
風
土
―
人
間
学
的
考
察
―
』（和
辻
哲
郎
） 

日
本
人
、
欧
米
人
気
質
を
つ
く
っ
た
も
の
、
そ
れ
が
風
土
だ
っ
た
と
は
。 

読
ん
だ
時
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

母
袋
） 

 

◆
青
一
四
四-

一
三 

『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』（和
辻
哲
郎
） 

日
本
語
に
お
け
る
人
間
と
い
う
語
は
、
個
体
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
間
柄
、
社
会
的

つ
な
が
り
を
も
語
義
に
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
単
数
形
、
複
数
形
の
区
分
が
曖
昧
な
日
本
語

と
い
う
言
語
の
構
造
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。  

 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
青
一
四
六-

一 

『「
い
き
」の
構
造 

他
二
篇
』（九
鬼
周
造
） 

京
都
学
派
の
ス
タ
ー
的
存
在
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
思
想
を
学
び
洗
練
さ
れ
た
論
説
が
す
こ

ぶ
る
ク
ー
ル
で
、
九
鬼
そ
の
人
の
存
在
自
体
が
と
て
も「
い
き
」で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（営
業
企
画
室 

雨
宮
） 
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◆
青
一
五
七-

一 

『
新
版 

き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
―
』（日
本
戦

没
学
生
記
念
会
編
） 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
書
籍
で
す
が
、
お
す
す
め
致
し
ま
す
。  

 
 

 

（外
商
推
進
部 

今
井
） 

 

◆
青
一
五
八-
一 
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（吉
野
源
三
郎
） 

出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
え
た
一
冊
で
す
。 

生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
、
こ
の
本
を
読
ん
で
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い

く
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（池
袋
本
店 

金
澤
） 

 

◆
青
一
六
四-

一 

『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（宮
本
常
一
） 

辺
境
の
地
に
住
ま
う「
声
な
き
文
化
」の
日
本
人
を
克
明
に
記
録
し
た
、
民
俗
学
の
巨
人
・

宮
本
常
一
の
代
表
的
名
著
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

上
條
） 

 

◆
青
一
六
九-

二 

『
手
仕
事
の
日
本
』（柳
宗
悦
） 

日
本
各
地
の
特
産
品
が
小
間
絵
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
楽
し
い
。
土
地
土
地
の
歴
史
や

伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
柳
さ
ん
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
と
自
然
と
心
が
整
う
感
じ

が
す
る
か
ら
不
思
議
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（外
商
推
進
部 

下
田
） 

 

◆
青
一
七
五-

一 

『
日
本
の
民
家
』（今
和
次
郎
） 

赤
瀬
川
原
平
、
藤
森
照
信
ら
の「
路
上
観
察
学
会
」に
連
な
る
考
現
学
に
至
る
前
の
、
ま
だ

柳
田
国
男
の
下
に
い
た
頃
の
民
俗
学
的
手
法
に
よ
る
記
録
。
こ
の
頃
か
ら
学
問
と
し
て
は
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
す
れ
す
れ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
青
一
八
五-

一 

『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
―
そ
の
根
柢
に
あ
る
も
の
―
』（井
筒
俊
彦
） 

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
を
知
ら
ず
に
現
代
社
会
は
語
れ
な
い
。
講
演
会
を
改
め
て
活
字
に
し
た

本
書
は
、
そ
の
せ
い
か
と
て
も
読
み
や
す
い
。
入
門
書
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

 

◆
青
一
八
五-

二 

『
意
識
と
本
質
―
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
―
』（井
筒
俊
彦
） 

東
洋
的
思
想
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
を
外
か
ら
の
視
座
で
、
淀
み
な
い
日
本
語
で
示
さ

れ
る
。
通
読
も
容
易
。  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
青
一
九
九-

一 

『
山
び
こ
学
校
』（無
着
成
恭
編
） 

 

生
徒
た
ち
の
文
集
や
作
文
か
ら
教
育
課
題
を
み
つ
け
よ
う
と
い
う
試
み
の
記
録
。
市
井
の

人
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
姿
勢
は
戦
後
民
主
主
義
の
大
き
な
柱
に
も
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（営
業
企
画
室 

雨
宮
） 

 

◆
青
二
〇
二-

一 

『
論
語
』（金
谷
治
訳
注
） 

今
で
も
色
褪
せ
な
い
論
語
の
教
え
は
ま
さ
に
人
類
の
名
著
で
す
。 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
青
三
一
九-

〇
～
三 

『
正
法
眼
蔵
』全
四
冊
（道
元
／
水
野
弥
穂
子
校
注
） 

禅
宗
で
あ
る
曹
洞
宗
に
お
け
る
日
本
の
開
祖
、
道
元
。
思
想
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

文
章
の
美
し
さ
も
読
ん
で
頂
き
た
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
青
三
二
三-

一 

『
日
本
的
霊
性
』（鈴
木
大
拙
／
篠
田
英
雄
校
訂
） 

日
本
人
の
宗
教
意
識
は
い
つ
ご
ろ
目
覚
め
、
ど
の
よ
う
な
文
化
段
階
を
経
て
内
面
化
さ
れ

た
の
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
青
三
二
三-

二 

『
新
編 

東
洋
的
な
見
方
』（鈴
木
大
拙
／
上
田
閑
照
編
） 

晩
年
の
著
作
。
明
朗
闊
達
な
文
章
は
、
そ
れ
ま
で
に
成
し
た
大
き
な
仕
事
に
裏
打
ち
さ
れ

て
は
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
こ
の
本
か
ら
入
る
の
も
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 
◆
青
四
二
五-

一
～
二 

『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』全
二
冊
（ア
ー
ネ
ス
ト
・サ
ト
ウ
／

坂
田
精
一
訳
） 

幕
末
維
新
の
真
っ
只
中
。
当
事
者
に
し
か
描
け
な
い
臨
場
感
が
味
わ
え
る
第
一
級
史
料
。 

（営
業
企
画
室 

内
田
） 

 

◆
青
四
六
六-

一 

『
東
京
に
暮
す
―
一
九
二
八
～
一
九
三
六
―
』（キ
ャ
サ
リ
ン
・サ
ン
ソ
ム
／
大
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久
保
美
春
訳
） 

昭
和
初
期
の
東
京
に
暮
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
外
交
官
夫
人
の
日
本
滞
在
記
。
明
治
初
期
に

イ
ザ
ベ
ラ
・バ
ー
ド
が
日
本
奥
地
を
旅
し
た
当
時
よ
り
も
、
昭
和
三
年
～
十
一
年
ま
で
の
滞

在
記
な
の
で
、
よ
り
現
代
に
近
い
感
覚
で
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

著
者
が
指
摘
す
る
問
題
点
は
、
今
で
も
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
…
と
相
変
わ
ら
ず
な

ん
だ
な
ぁ
、
と
感
心
で
き
ち
ゃ
っ
た
り
も
。
金
融
恐
慌
か
ら
二
・二
六
事
件
を
経
て
暗
い
時
代

への
過
渡
期
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
極
々
身
近
な「
世
間
」だ
け
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
も

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

 

◆
青
五
五
〇-

一
～
二 

『
レ
オ
ナ
ル
ド
・ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
』全
二
冊
（杉
浦
明
平
訳
） 

あ
ま
り
に
も
膨
大
な
偉
業
の
数
々
と
逸
話
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
遠
い
星
の
住
人
で
あ
っ
た
か

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
さ
え
す
る
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
。
製
作
への
姿
勢
を
論
ず
る
文
の
圧
倒
的
な
正

論
さ
に
、
天
才
の
中
に
あ
る
作
家
と
し
て
の
確
か
な
一
面
を
見
る
。 

（神
保
町
本
店 

小
菅
） 

 

◆
青
六
〇
四-

一
～
二 

『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 

ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』全
二
冊
（高
田
三
郎
訳
） 

「
い
か
な
る
技
術
、
い
か
な
る
研
究
も
、
同
じ
く
ま
た
、
い
か
な
る
実
践
や
選
択
も
、
こ
と
ご

と
く
何
ら
か
の
善
を
希
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」。  

 
 

 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
青
六
一
〇-

一 

『
マ
ル
ク
ス
・ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス 

自
省
録
』（神
谷
美
恵
子
訳
） 

「
政
治
は
哲
学
者
に
任
せ
る
べ
き
」と
は
プ
ラ
ト
ン
の
言
で
す
が
、
人
類
史
上
た
っ
た
一
度
だ

け
、
そ
れ
が
実
現
し
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ル
ク
ス
・ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・ア
ン
ト
ニ

ヌ
ス
が
、
ま
さ
に
自
省
の
為
に
、
公
務
の
合
間
や
戦
場
で
記
し
続
け
た
手
記
。
時
折
パ
ラ
リ
と

め
く
っ
て
み
る
だ
け
で
も
、
何
か
助
言
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

日
々
、
“三
省
の
心
”を
胸
に
仕
事
に
励
ん
で
い
る
我
々
で
す
が
、
他
に
も
ま
だ
ま
だ
自
省

せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

竹
村
） 

 

◆
青
六
一
五-

四
～
五 

『
ス
ピ
ノ
ザ 

エ
チ
カ
（倫
理
学
）』全
二
冊
（畠
中
尚
志
訳
） 

冒
頭
か
ら
で
な
く
と
も
、
下
巻
の
第
四
部 

か
ら
読
め
ば
い
い
そ
う
で
す
。 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
青
六
二
五-

三
～
五 

『
純
粋
理
性
批
判
』全
三
冊
（カ
ン
ト
／
篠
田
英
雄
訳
）  

た
く
さ
ん
の
訳
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
岩
波
文
庫
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
と
私
た

ち
が「
知
る
」と
い
う
仕
方
で
関
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
単
に
刺
激
が
生
体
に
加

え
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
何
か
を
知
る
と
い
う
現
象
は
尽
く
さ
れ
な
い
。 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
青
六
二
五-

九 

『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』（カ
ン
ト
／
宇
都
宮
芳
明
訳
） 

近
年
の
政
治
に
ま
つ
わ
る
議
論
に
お
い
て
も
な
お
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
古
典
。
カ
ン
ト
か

ら
ロ
ー
ル
ズ
に
至
る
流
れ
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
踏
ま
え
ら
れ
る
べ
き
議
論
で
あ
る
。 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
青
六
三
二-

二 

『
読
書
に
つ
い
て
』（シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
／
斎
藤
忍
随
訳
） 

こ
の
ま
ま
本
を
読
み
続
け
て
い
て
も
よ
い
の
か
。 

す
べ
て
の
本
読
み
に
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

 

◆
青
六
三
九-

二
～
三 

『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ
た
』全
二
冊
（ニ
ー
チ
ェ
／
氷
上
英

廣
訳
） 

巷
の
ニ
ー
チ
ェ
名
言
集
み
た
い
な
本
で
は
得
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に
魂
の
叫
び
の
よ
う
な
迫
力

と
勢
い
、
ユ
ー
モ
ア
、
ラ
イ
ブ
感
を
感
じ
ら
れ
る
原
文
訳
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。「
お
し

ま
い
の
人
間
」た
ち
に
捧
げ
る
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。  

 
 

 
 

 
 

 

（そ
ご
う
千
葉
店 

神
原
） 

 

◆
青
六
八
九-

一 

『
論
理
哲
学
論
考
』（ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
／
野
矢
茂
樹
訳
） 

・師
ラ
ッ
セ
ル
に「
哲
学
上
の
一
大
事
件
」と
言
わ
し
め
た
論
理
哲
学
の
基
本
テ
キ
ス
ト
。 

厳
密
な
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
一
部
の
隙
も
容
赦
も
な
い
論
理
体
系
構
築
の
中

に
、
何
故
か
溢
れ
る
詩
情
に
心
打
た
れ
る
べ
し
。 

最
後
の
一
文
は
似
非
哲
学
者
を
気
取
る
の
に
も
使
え
そ
う
。 

野
矢
茂
樹
の
訳
と
解
説
が
、
こ
の
岩
波
版
を
抜
き
ん
出
た
存
在
に
し
て
い
る
。 

（店
舗
開
発
室 

奥
出
） 

・（後
に
自
身
で
撤
回
す
る
も
の
の
）ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
一
度
は「
こ
の
本
を
も
っ
て
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哲
学
の
諸
問
題
を
す
べ
て
解
決
し
た
」と
考
え
た
本
。
訳
者
の
解
説
も
よ
い
。 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
青
六
九
〇-
四 

『
重
力
と
恩
寵
』（シ
モ
ー
ヌ
・ヴ
ェ
イ
ユ
／
冨
原
眞
弓
訳
） 

読
む
そ
の
と
き
ど
き
の
自
分
が
ヴ
ェ
イ
ユ
の
言
葉
に
映
る
の
で
、
一
行
で
う
ち
の
め
さ
れ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
力
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
ヴ
ェ
イ
ユ
の
思
想
の
硬
質
な
純
潔
に
憧
れ
が

あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

大
塚
） 

 

◆
青
八
〇
一-

四 

『
旧
約
聖
書 
ヨ
ブ
記
』（関
根
正
雄
訳
）  

・英
会
話
の
勉
強
を
す
る
よ
り
も
ヨ
ブ
記
が
大
事
。
ヨ
ブ
記
の
読
み
方
を
二
、
三
知
っ
て
い

る
と 

よ
く
考
え
よ
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま
す
。  

（そ
ご
う
千
葉
店 

川
島
） 

・こ
の
苦
し
み
の
意
味
は
何
な
の
か
？ 

ヨ
ブ
の
問
い
に
対
す
る
神
の
不
可
解
な
答
え
は
何

を
意
味
し
て
い
る
の
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
青
八
〇
三-

三 

『
文
語
訳 

新
約
聖
書 

詩
篇
付
』 

文
語
体
だ
か
ら
こ
そ
伝
わ
る
日
本
語
の
美
し
さ
と
文
学
と
し
て
の
聖
書
の
価
値
。
ぜ
ひ
、

声
に
出
し
て
読
ん
で
欲
し
い
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
青
九
〇
二-

一 

『
科
学
と
仮
説
』（ポ
ア
ン
カ
レ
／
河
野
伊
三
郎
訳
） 

ポ
ア
ン
カ
レ
に
よ
る
科
学
読
物
の
古
典
。
な
ぜ
私
た
ち
は
世
界
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
と

き
に
科
学
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
信
頼
を
よ
せ
る
の
か
。  

 
 

 
 

 
 

（そ
ご
う
千
葉
店 
竹
中
） 

 

◆
青
九
〇
九-

一 

『
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
』（フ
ァ
ラ
デ
ー
／
竹
内
敬
人
訳
） 

科
学
の
深
遠
に
触
れ
る
古
典
的
名
著
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

 

◆
青
九
一
九-

一
～
九
、
九
二
〇-

〇 

『
完
訳 

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』全
十
冊
（山
田
吉
彦
・

林
達
夫
訳
） 

山
田
吉
彦
（き
だ 

み
の
る
）の
訳
で
読
め
る
の
は
岩
波
文
庫
だ
け
。 

全
巻
揃
え
て
好
き
な
頁
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
。  

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

関
根
） 

 

◆
青
九
四
三-

一『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』（ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、
ク
リ
サ
ー
ト
／
日
高
敏
隆
・羽
田
節

子
訳
） 

生
き
て
い
る
世
界
が
違
う
、
は
文
字
通
り
違
う
。  

 
 

 
 

 
 

 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
青
九
四
六-

一 

『
生
命
と
は
何
か
―
物
理
的
に
み
た
生
細
胞
―
』（シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
／

岡
小
天
・鎮
目
恭
夫
訳
） 

一
九
四
四
年
の
本
で
あ
る
。
生
命
現
象
を
物
理
学
と
化
学
の
言
葉
で
解
き
明
か
そ
う
と

し
た
試
み
。
当
時
の
若
い
研
究
者
た
ち
を
熱
狂
さ
せ
、
そ
の
後
の
分
子
生
物
学
の
興
隆
を
引

き
起
こ
し
た
古
典
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
黄
一
九-

一
～
四 

『
今
昔
物
語
集
』全
四
冊
（池
上
洵
一
編
） 

仏
教
説
話
を
中
心
に
編
集
。
あ
の
芥
川
、
室
生
、
福
永
に
創
作
刺
激
を
与
え
た
珠
玉
の
四

分
冊
で
す
。  

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
黄
二
三-

二 

『
西
行
全
歌
集
』（久
保
田
淳
・吉
野
朋
美
校
注
） 

宇
宙
的
な
も
の
を
感
じ
な
が
ら
、
海
・山
で
読
み
た
い
一
冊
。  

 
 

 
 

（創
英
社 

塚
本
） 

 

◆
黄
一
一
六-

一 

『
神
皇
正
統
記
』（北
畠
親
房
／
岩
佐
正
校
注
） 

学
生
時
代
も
っ
と
も
苦
労
し
て
入
手
し
た
一
冊
。
こ
れ
が
棚
に
並
ん
で
い
る
だ
け
で
嬉
し
い

… 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（営
業
企
画
室 

内
田
） 

 

◆
黄
二
二
六-

一 

『
北
越
雪
譜
』（鈴
木
牧
之
編
撰
／
京
山
人
百
樹
刪
定
／
岡
田
武
松
校
訂
） 

江
戸
時
代
の
雪
国
の
暮
ら
し
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
、
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
息
遣
い
を

感
じ
ま
す
。 

自
然
の
恵
み
や
厳
し
さ
、
人
々
の
知
恵
。 

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
め
ら
れ
、
当
時
の
風
土
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
後
世
に
遺

す
べ
き
名
著
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（池
袋
本
店 

早
野
） 

 

◆
緑
一
一-

一 

『
こ
こ
ろ
』（夏
目
漱
石
） 

高
校
の
時
授
業
で
使
い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

吉
田
） 
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◆
緑
一
二-

一 

『
五
重
塔
』（幸
田
露
伴
） 

文
語
体
で
読
み
に
く
い
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
紙
で
、
岩
波
文
庫
で
、
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
。 

こ
の
薄
さ
も
込
み
で
傑
作
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店
文
具 

及
川
） 

 

◆
緑
一
三-

二 

『
病
牀
六
尺
』（正
岡
子
規
） 

・子
規
最
期
の
日
常
と
魂
が
伝
わ
る
随
筆
集
。
極
小
の
空
間
か
ら
無
限
の
宇
宙
が
見
え
て

く
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（営
業
企
画
室 

内
田
） 

・最
期
ま
で
生
き
生
き「
ノ
ボ
さ
ん
」。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（有
楽
町
店 

岡
崎
） 

 

◆
緑
二
三-

二 

『
破
戒
』（島
崎
藤
村
） 

時
代
は
違
え
ど
、
青
年
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
世
間
と
の
軋
轢
に
葛
藤
す
る

気
持
ち
は
不
変
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
一
冊
。
大
学
生
時
代
に
読
ん
で
、
そ
の
苦
悩
の
鮮
や

か
さ
が
心
を
突
い
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

小
菅
） 

 

◆
緑
二
五-

二 

『
大
つ
ご
も
り
・十
三
夜 

他
五
篇
』（樋
口
一
葉
） 

声
に
出
し
て
読
む
と「
逝
き
し
世
の
面
影
」が
し
の
ば
れ
ま
す
。  

 
 

（創
英
社 

塚
本
） 

 

◆
緑
二
七-

二 

『
歌
行
燈
』（泉
鏡
花
） 

 

日
本
人
に
生
ま
れ
日
本
語
を
解
し
な
が
ら
、
鏡
花
の
作
品
を
読
ま
な
い
の
は
、
折
角
の
日

本
人
た
る
特
権
を
抛
棄
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
中
島
敦
に
言
わ
し
め
た
、
鏡
花
文
学
の

精
髄
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

上
條
） 

 

◆
緑
二
七-

三 

『
夜
叉
ケ
池
・天
守
物
語
』（泉
鏡
花
） 

鏡
花
の
文
体
が
苦
手
な
ひ
と
は
こ
れ
か
ら
始
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

（そ
ご
う
千
葉
店 

川
島
） 

 

◆
緑
三
七-

七 

『
柿
の
種
』（寺
田
寅
彦
） 

我
が
三
省
堂
書
店
の
風
景
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 

（売
店
管
理
課 

矢
沢
） 

 

◆
緑
四
一-

四 

『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』（永
井
荷
風
） 

高
校
時
代
の
国
語
教
師
が
荷
風
マ
ニ
ア
で
影
響
を
受
け
た
。『
断
腸
亭
日
乗
』も
素
晴
ら
し

い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（営
業
企
画
室 

内
田
） 

 

◆
緑
四
六-

六 

『
志
賀
直
哉
随
筆
集
』（高
橋
英
夫
編
） 

小
説
の
神
様
に
よ
る
随
筆
。
な
め
ら
か
な
描
写
故
に
、
話
が
さ
ら
り
と
入
っ
て
く
る
。
ま

さ
に
美
文
。
同
時
代
の
作
家
論
も
興
味
深
い
。  

 
 

 
 

 
 

 

（分
類
コ
ー
ド
担
当 

三
浦
） 

 

◆
緑
五
四-

四 

『ISIKA
W

A TA
KUBO

KU  RO
M

A
ZI N

IKKI

―
（啄
木
・ロ
ー
マ
字
日
記
）』

（桑
原
武
夫
編
訳
） 

作
家
の
内
面
を
抉
り
出
す
。
赤
裸
々
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
ほ
ど
相
応
し
い
作
品
は
な
い
。 

(

営
業
企
画
室 

内
田) 

 

◆
緑
五
五-

一 

『
蓼
喰
う
虫
』（谷
崎
潤
一
郎
／
小
出
楢
重
画
） 

一
〇
代
で
途
中
で
放
り
出
し
た
の
を
三
〇
代
で
読
み
直
し
た
ら
ま
あ
面
白
い
こ
と
！ 

小

出
楢
重
の
挿
絵
も
独
特
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（池
袋
本
店 

海
老
原
） 

 

◆
緑
六
六-

二 

『
室
生
犀
星
詩
集
』（室
生
犀
星
自
選
） 

犀
星
本
人
に
よ
る
自
選
詩
集
。
甘
く
切
な
い
、
そ
し
て
ど
こ
か
懐
か
し
い
詩
が
じ
わ
り
と

染
み
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（分
類
コ
ー
ド
担
当 

三
浦
） 

 

◆
緑
七
〇-

一
一 

『
侏
儒
の
言
葉
・文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
』（芥
川
竜
之
介
） 

芥
川
ら
し
い
鋭
い
洞
察
力
と
皮
肉
の
こ
も
っ
た
短
い
文
章
が
、
人
生
に
迷
っ
た
時
の
心
に
ぐ

さ
っ
と
刺
さ
り
ま
す
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

 

◆
緑
九
〇-
四 

『
人
間
失
格 

グ
ッ
ド
・バ
イ 

他
一
篇
』（太
宰
治
） 

・「
人
間
失
格
」の
直
後
に
連
載
が
は
じ
ま
っ
た
未
完
の
絶
筆「
グ
ッ
ド
・バ
イ
」で
あ
る
が
、 

作
者
ら
し
い
軽
妙
さ
が
お
か
し
み
を
誘
う
。 

解
説
に
あ
る
作
者
の
考
え
て
い
た
結
末
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
な
ら
な
い
。 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 
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・こ
の
一
冊
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
世
を
眇
め
る
年
頃
が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
す
。 

（創
英
社 

塚
本
） 

 

◆
緑
一
一
〇-
三 

『
銀
座
復
興 

他
三
篇
』（水
上
滝
太
郎
） 

焼
け
野
原
の
銀
座
に
た
っ
た
ひ
と
つ
灯
っ
た
飲
み
屋
の
ラ
ン
プ
が
感
動
的
で
す
。 

（売
店
管
理
課 

矢
沢
） 

 

◆
緑
一
四
五-

一 

『
山
月
記
・李
陵 

他
九
篇
』（中
島
敦
） 

声
を
き
い
て
そ
れ
が
親
友
の
も
の
と
気
づ
く
あ
た
り
が
ほ
ん
と
う
に
く
す
ぐ
っ
た
い
。 

（神
保
町
本
店 

匿
名
） 

 

◆
緑
一
四
八-

一 

『
新
選 

山
の
パ
ン
セ
』（串
田
孫
一
自
選
） 

串
田
孫
一
が
自
選
し
た
山
の
随
想
集
。
北
ア
ル
プ
ス
、
松
本
か
ら
上
高
地
へ
至
る
山
行

「
島
々
谷
の
夜
」だ
け
で
も
読
む
価
値
あ
り
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

関
根
） 

 

◆
緑
一
六
九-

三 

『
放
浪
記
』（林
芙
美
子
） 

貧
乏
で
も
不
幸
で
も
、
そ
れ
で
も
人
は
前
向
き
に
生
き
て
い
け
る
。 

辛
い
日
常
を
綴
っ
た
文
章
か
ら
得
ら
れ
る
爽
快
な
読
後
感
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
続
け

る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
緑
一
七
五-

一
～
二 

『
食
道
楽
』全
二
冊
（村
井
玄
斎
） 

明
治
時
代
の
方
が
今
よ
り
遥
か
に
食
が
豊
か
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

（南
東
京
営
業
所 

菅
原
） 

 

◆
緑
一
八
二-

一 

『
堕
落
論
・日
本
文
化
私
観 

他
二
十
二
篇
』（坂
口
安
吾
） 

年
を
取
る
た
び
に
、
受
け
取
り
方
が
違
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

匿
名
） 

 

◆
緑
一
八
二-

三 

『
風
と
光
と
二
十
の
私
と
・い
ず
こ
へ 

他
十
六
篇
』（坂
口
安
吾
） 

い
つ
読
ん
で
も
、
何
度
読
ん
で
も
安
吾
は
新
し
い
。『
い
ず
こ
へ』の
書
き
出
し
の
素
晴
ら
し
さ

に
つ
い
て
な
ら
、
一
晩
で
も
二
晩
で
も
語
り
明
か
せ
る
。  

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

大
塚
） 

 

◆
緑
一
八
四-

一 

『
久
生
十
蘭
短
篇
選
』（川
崎
賢
子
編
） 

岩
波
書
店
の
英
断
か
、
久
生
十
蘭
が
文
庫
入
り
。
戦
争
物
・ミ
ス
テ
リ
ー
・歴
史
小
説
・幻

想
文
学
・怪
奇
小
説
と
変
幻
自
在
の
様
相
を
見
せ
る
十
蘭
珠
玉
の
一
冊
。 

（神
保
町
本
店 

上
條
） 

 

◆
緑
一
九
五-

一 

『
茨
木
の
り
子
詩
集
』（谷
川
俊
太
郎
選
） 

け
っ
し
て
色
褪
せ
な
い
し
な
や
か
な
逞
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
詩
集
。 

そ
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
に
何
度
も
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。 （ア

ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
）  

 

◆
緑
一
九
八-

一 

『
辻
征
夫
詩
集
』（谷
川
俊
太
郎
編
） 

ラ
イ
ト
・ヴ
ァ
ー
ス
と
辻
征
夫
を
知
っ
た
の
は
同
時
だ
っ
た
。
言
葉
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
る
も

の
を
言
葉
で
綴
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
矛
盾
の
崇
高
さ
が
、
や
わ
ら
か
い
言
葉
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（神
保
町
本
店 

大
塚
） 

 

◆
緑
二
〇
〇-

一 

『
石
垣
り
ん
詩
集
』（伊
藤
比
呂
美
編
） 

食
べ
る
こ
と
、
働
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
。 

「
日
常
」と
向
き
合
い
、
静
か
だ
が
力
強
い
言
葉
で
紡
が
れ
た
詩
は
、
ど
ん
な
一
日
に
も
価

値
が
あ
る
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
。  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
白
一
二
四-

五 

『
共
産
党
宣
言
』（マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
／
大
内
兵
衛
・向
坂
逸
郎
訳
） 

学
生
時
代
、
友
人
に
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、「
共
産
主
義
者
で
は
な
い
か
ら
」と
敬
遠
し

ま
し
た
。 

大
人
に
な
っ
て
読
ん
で
み
る
と
、
労
働
者
階
級
が
多
く
占
め
る
社
会
で
階
級
闘
争
問
題
の

解
決
を
考
察
す
る
の
に
参
考
に
な
る
資
料
だ
と
思
い
ま
す
。 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
白
一
四
五-
一
～
二 

『
雇
用
・利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』全
二
冊
（ケ
イ
ン
ズ
／
間

宮
陽
介
訳
） 

読
み
解
く
の
に
非
常
に
苦
労
す
る
書
籍
。
け
れ
ど
も
難
解
だ
か
ら
こ
そ
、
読
む
だ
け
の
価
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値
が
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

中
村
） 

 

◆
白
二
〇
九-

三 

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』（マ
ッ
ク
ス
・ヴ

ェ
ー
バ
ー
／
大
塚
久
雄
訳
） 

何
か
一
冊
完
璧
に
理
解
で
き
る
、
と
い
う
願
い
が
か
な
う
な
ら
、
こ
の
本
を
選
び
ま
す
。 

（営
業
企
画
室 

鈴
木
） 

 

◆
赤
二
〇-

一
～
一
〇 

『
西
遊
記
』全
十
冊
（中
野
美
代
子
訳
） 

現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
中
で
完
訳
が
読
め
る
の
は
岩
波
文
庫
だ
け
。
仏
教
・道
教
の
入
り

混
じ
る
不
可
思
議
な
世
界
が
横
溢
す
る
中
国
伝
奇
ロ
マ
ン
。  

 
 

 

（神
保
町
本
店 

上
條
） 

 

◆
赤
二
五-

二 

『
阿
Ｑ
正
伝
・狂
人
日
記 

他
十
二
篇
』（魯
迅
／
竹
内
好
訳
） 

・初
め
て
買
っ
た
岩
波
文
庫
。
当
時
は
読
み
終
え
た
！
そ
れ
だ
け
で
満
足
だ
っ
た
が
大
人
に

な
っ
て「
読
ん
だ
」こ
と
が
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
本
。 （新

横
浜
店 

匿
名
） 

・ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
く
ら
い
前
に
書
か
れ
た
作
品
集
で
す
。
一
〇
代
の
頃
も「
イ
カ
レ
て

る
」と
思
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
も「
…
！
」と
思
い
ま
し
た
。  
（有
楽
町
店 

岡
崎
） 

 

◆
赤
四
〇-

一
～
二 

『
聊
斎
志
異
』全
二
冊
（蒲
松
齢
／
立
間
祥
介
編
訳
） 

・中
国
清
代
に
書
か
れ
た
怪
異
短
編
集
。 

こ
わ
い
話
、
不
思
議
な
話
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
何
度
も
読
み
返
す
ほ
ど
の
バ
イ
ブ
ル
で

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

・異
類
婚
姻
譚
好
き
の
方
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。
九
二
篇
の
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
！
！ 

（そ
ご
う
千
葉
店 

匿
名
） 

 

◆
赤
一
〇
二-

一
～
二 

『
ホ
メ
ロ
ス 

イ
リ
ア
ス
』全
二
冊
（松
平
千
秋
訳
） 

◆
赤
一
〇
二-

四
～
五 

『
ホ
メ
ロ
ス 

オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』全
二
冊
（松
平
千
秋
訳
） 

怒
り
を
歌
え
、
女
神
よ
。
ペ
レ
ウ
ス
の
子
ア
キ
レ
ウ
ス
の
忌
わ
し
い
怒
り
を
！ 

阿
刀
田 

高
の「
ホ
メ
ロ
ス
を
楽
し
む
た
め
に
」を
頼
り
に
読
み
ま
し
た
。 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
赤
二
〇
三-

一
～
三 

『
完
訳 

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』全
三
冊
（チ
ョ
ー
サ
ー
／
桝
井
迪
夫
訳
） 

イ
ギ
リ
ス
文
学
、
と
い
う
か
世
界
中
の
物
語
の
中
で
も
私
の
大
好
き
な
作
品
の
一
つ
で
、
読

ん
だ
こ
と
が
無
い
イ
ギ
リ
ス
人
の
友
人
に
逆
に
勧
め
た
ぐ
ら
い
で
す
。
い
つ
か
こ
の
本
を
持
っ
て
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
に
行
っ
て
、
こ
の
物
語
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
を
み
ん
な
に
伝
え
る

の
が
夢
で
す
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
赤
二
〇
六-

二
～
三 

『
失
楽
園
』全
二
冊
（ミ
ル
ト
ン
／
平
井
正
穂
訳
） 

格
調
高
い
名
訳
と
共
に
、
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
的
に
描
か
れ
る
サ
タ
ン
の
生
き
様
が
強
烈
に
魅

力
的
な
一
冊
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（池
袋
本
店 

堀
尾
） 

 

◆
赤
二
二
五-

一 

『
ギ
リ
シ
ア
・ロ
ー
マ
神
話 

付 

イ
ン
ド
・北
欧
神
話
』（ブ
ル
フ
ィ
ン
チ
／
野

上
弥
生
子
訳
） 

聖
書
と
並
ん
で
、
西
洋
文
化
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
。 

ど
こ
か
で
目
に
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
は
た
ま
た
神
話
の
原
型
の
共
通
点
な
ど
、
色
々
な
角
度

か
ら
も
楽
し
め
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（海
老
名
店 

大
谷
） 

 

◆
赤
二
二
八-

七 

『
デ
ィ
ケ
ン
ズ
短
篇
集
』（小
池
滋
・石
塚
裕
子
訳
） 

長
編
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
送
る
傑
作
集
。  

 
 

（東
京
駅
一
番
街
店 

水
谷
） 

 

◆
赤
二
四
二-

一 

『
宝
島
』（ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
／
阿
部
知
二
訳
） 

何
か
に
ト
ラ
イ
す
る
気
持
ち
と
高
揚
感
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
て
も
忘
れ
た
く
な
い

な
と
思
う
一
冊
。 

普
通
と
思
わ
れ
が
ち
な
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
本
当
に
好
き
で
す
。 

（名
古
屋
本
店 

本
間
） 

 

◆
赤
二
四
五-

二 

『
サ
ロ
メ
』（ワ
イ
ル
ド
／
福
田
恆
存
訳
） 

・ビ
ア
ズ
レ
ー
の
挿
絵
も
秀
逸
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（そ
ご
う
千
葉
店 

川
島
） 

・ビ
ア
ズ
リ
ー
の
挿
絵
と
相
ま
っ
て
ワ
イ
ン
で
悪
酔
い
し
た
と
き
の
よ
う
な
、
ぐ
わ
ん
ぐ
わ

ん
響
く
余
韻
が
残
り
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（海
老
名
店 

大
谷
） 
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◆
赤
二
四
八-

一 

『
闇
の
奥
』（コ
ン
ラ
ッ
ド
／
中
野
好
夫
訳
） 

コ
ッ
ポ
ラ『
地
獄
の
黙
示
録
』の
原
案
。
切
り
込
む
こ
と
に
対
す
る
恐
怖
と
、
引
き
込
ま
れ

る
こ
と
への
怯
え
が
引
き
起
こ
す
悲
劇
を
、
ド
ミ
ノ
的
に
連
鎖
さ
せ
て
い
く
。 

（ア
ト
レ
秋
葉
原
店 

太
田
） 

 

◆
赤
二
五
四-

一
一
～
一
二 

『
モ
ー
ム
短
編
選
』全
二
冊
（行
方
昭
夫
編
訳
） 

娯
楽
的
な
読
み
物
な
が
ら
、
人
間
の
多
面
性
、
矛
盾
し
た
心
理
を
た
く
み
に
描
い
た
モ
ー

ム
の
名
作
短
編
集
。
行
方
昭
夫
に
よ
る
新
訳
・名
訳
も
美
し
い
。  

 

（神
保
町
本
店 

上
條
） 

 

◆
赤
二
六
二-

四 

『
動
物
農
場
―
お
と
ぎ
ば
な
し
―
』（ジ
ョ
ー
ジ
・オ
ー
ウ
ェ
ル
／
川
端
康
雄
訳
） 

言
わ
ず
と
知
れ
た『
一
九
八
四
年
』と
並
ぶ
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
傑
作
寓
話
。 

色
々
な
訳
版
が
出
て
い
る
の
で
、
読
み
比
べ
る
の
も
楽
し
い
。 

い
つ
の
時
代
、
ど
こ
の
国
で
も
、
登
場
す
る「
動
物
」た
ち
が
誰
か
の
姿
に
重
な
る
。 

永
遠
に
色
あ
せ
な
い
傑
作
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（営
業
企
画
室 

内
野
） 

 

◆
赤
二
七
六-

一 

『
タ
イ
ム
・マ
シ
ン 

他
九
篇
』（Ｈ
・Ｇ
・ウ
エ
ル
ズ
／
橋
本
槇
矩
訳
） 

標
題
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
長
編
が
有
名
な
ウ
エ
ル
ズ
で
す
が
、
短
篇
も
面
白
い
で

す
。 

 

Ｓ
Ｆ
も
あ
れ
ば
ホ
ラ
ー
も
あ
り
、
ナ
ン
セ
ン
ス
も
あ
り
。 

 

お
す
す
め
は
こ
の
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
盲
人
国
」。 

 

自
分
の
価
値
観
や
立
ち
位
置
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
一
作
で
す
。 

 

今
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
短
篇
が
ま
と
め
て
読
め
る
の
は
多
分
岩
波
文
庫
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。 

（池
袋
本
店 

津
久
井
） 

 

◆
赤
二
七
六-

三 

『
モ
ロ
ー
博
士
の
島 

他
九
篇
』（Ｈ
・Ｇ
・ウ
エ
ル
ズ
／
橋
本
槇
矩
・鈴
木
万
里
訳
） 

『
タ
イ
ム
・マ
シ
ン
』『
透
明
人
間
』の
Ｈ
．
Ｇ
．
ウ
エ
ル
ズ
に
よ
る
怪
奇
Ｓ
Ｆ
小
説
集
。 

 

古
典
Ｓ
Ｆ
で
あ
り
な
が
ら
少
し
も
古
び
な
い
面
白
さ
を
味
わ
え
る
一
冊
。 

（神
保
町
本
店 

関
根
） 

 

◆
赤
二
八
九-

一 

『
完
訳 

ナ
ン
セ
ン
ス
の
絵
本
』（エ
ド
ワ
ー
ド
・リ
ア
／
柳
瀬
尚
紀
訳
） 

こ
ち
ら
も
対
訳
で
、
し
か
も
、
挿
絵
が
可
愛
い
！ 

英
語
の
言
い
回
し
の
勉
強
に
も
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

 

◆
赤
三
〇
六-

二 

『
対
訳 

ポ
ー
詩
集
―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（１
）―
』（加
島
祥
造
編
） 

・愛
し
た
美
し
い
女
の
死
。 

多
数
の
小
説
、
映
画
、
漫
画
、
に
も
影
響
を
与
え
た
、
退
廃
的
で
美
し
い
詩
集
で
す
。 

音
楽
を
意
識
し
た
と
い
う
詩
の
数
々
で
す
。 

英
語
が
苦
手
で
も
、
一
度
ゆ
っ
く
り
声
に
出
し
て
欲
し
い
で
す
。  

（神
保
町
本
店 

大
和
） 

 

・他
の
詩
集
も
対
訳
で
載
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
文
庫
の
訳
と
比
べ
て
み
る
の
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
は
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

 

◆
赤
三
一
〇-

一 

『
対
訳 

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
詩
集
―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（３
）―
』（亀
井
俊
介
編
） 

・一
人
の
女
性
の
中
に
あ
る
溢
れ
ん
ば
か
り
の
情
熱
に
触
れ
る
一
冊
。 

自
分
の
人
生
を
思
う
と
き
、
全
て
に
拒
絶
さ
れ
た
と
感
じ
る
か
、
そ
れ
と
も
希
望
は
常
に

あ
る
と
考
え
る
か
？ 

常
に
光
を
見
る
作
者
の
想
像
力
は
現
実
を
は
る
か
に
超
え
て
い
く
。 

（神
保
町
本
店 

小
菅
） 

・他
の
詩
集
も
対
訳
で
載
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
文
庫
の
訳
と
比
べ
て
み
る
の
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
は
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

・個
人
的
で
い
て
、
力
強
く
、
や
わ
ら
か
い
天
才
詩
人
デ
ィ
キ
ン
ス
ン
の
詩
集
。 

難
し
い
言
葉
で
は
な
く
、
そ
れ
で
い
て
深
い
情
念
が
伝
わ
る
一
冊
で
す
。 

（神
保
町
本
店 

大
和
） 

・黒
柳
徹
子
さ
ん
が
敬
愛
す
る
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ミ
リ
・デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
。 

生
涯
の
大
部
分
を
自
宅
で
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
彼
女
の
、
詩
作
への
内
な
る
情
熱
が
伝
わ

る
作
品
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（成
城
店 

石
田
） 

 
 ◆

赤
三
一
二-
二 

『
新
編 

悪
魔
の
辞
典
』（ビ
ア
ス
／
西
川
正
身
編
訳
） 

ピ
リ
辛
で
ブ
ラ
ッ
ク
、
深
く
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
大
人
の
た
め
の
格
言
集
。 

（
名
古
屋
本
店 

津
久
井
） 
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◆
赤
三
一
八-

一 

『
シ
カ
ゴ
詩
集
』（サ
ン
ド
バ
ー
グ
／
安
藤
一
郎
訳
） 

一
九
一
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
都
会
シ
カ
ゴ
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
一
冊
。
キ
ン
グ

牧
師
よ
り
ず
っ
と
前
、
ア
ル
・カ
ポ
ネ
よ
り
ち
ょ
っ
と
前
の
シ
カ
ゴ
で
す
。 （外

商
推
進
部 

下
田
） 

 

◆
赤
三
二
三-

三 

『
熊 
他
三
篇
』（フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
／
加
島
祥
造
訳
） 

難
解
な
作
家
と
言
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
で
す
が
こ
の
短
編
集
は
読
み
や
す
い
。
少
年
の

目
を
通
し
て
多
様
な
人
間
が
描
か
れ
実
に
面
白
い
。  

 
 

 
 

 
 

 

（外
商
推
進
部 

下
田
） 

 

◆
赤
三
二
三-

八
～
九 

『
八
月
の
光
』全
二
冊
（フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
／
諏
訪
部
浩
一
訳
） 

内
容
以
前
に
、
毎
年
八
月
に
な
る
と
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
思
い
出
し
ま
す
。 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
赤
三
二
七-

一
～
三 

『
怒
り
の
ぶ
ど
う
』全
三
冊
（ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
／
大
橋
健
三
郎
訳
） 

※
上
巻=

品
切
・重
版
未
定 

住
み
慣
れ
た
土
地
を
追
わ
れ
て
、
国
道
六
六
号
を
お
ん
ぼ
ろ
ト
ラ
ッ
ク
で
新
天
地「
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
」を
目
指
す
一
家
。
果
た
し
て「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」は
約
束
の
土
地
だ
っ
た
の
か
。
あ

と
ど
う
し
て「
ぶ
ど
う
」な
の
か
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
赤
三
四
二-

一
～
六 

『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』全
六
冊
（マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・ミ
ッ
チ
ェ
ル
／
荒
こ
の
み
訳
） 

強
烈
な
個
性
を
持
つ
女
性
が
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
物
語
。 

主
人
公
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・オ
ハ
ラ
に
、
安
室
奈
美
恵
さ
ん
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
全
六
冊

一
気
に
読
了
。                                        (

営
業
企
画
室 

鈴
木) 

 

◆
赤
四
〇
九-

一
～
三 

『
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
』全
三
冊
（エ
ッ
カ
ー
マ
ン
／
山
下
肇
訳
） 

・ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
書
籍
で
す
が
、
お
す
す
め
致
し
ま
す
。  

 
 

（外
商
推
進
部 

今
井
） 

・い
ろ
い
ろ
な
本
で
激
賞
さ
れ
て
い
る
の
で
い
つ
か
読
破
し
た
い
で
す
。  

（創
英
社 

塚
本
） 

 

◆
赤
四
一
七-

一 

『
影
を
な
く
し
た
男
』（シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
／
池
内
紀
訳
） 

大
金
持
ち
に
な
る
こ
と
と
引
き
替
え
に
影
を
失
っ
た
男
は
、
影
が
な
い
た
め
に
人
々
か
ら

冷
た
い
仕
打
ち
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（Ｓ
Ｓ
天
王
寺 

水
谷
） 

 

◆
赤
四
三
三-

六
～
七 

『
魔
の
山
』全
二
冊
（ト
ー
マ
ス
・マ
ン
／
関
泰
祐
・望
月
市
恵
訳
） 

は
じ
め
て
読
ん
だ
時
は
、
逃
げ
出
し
た
小
説
。 

ス
ト
ー
リ
ー
の
重
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
思
想
教
養
の
情
報
量
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
。 

で
も
、
そ
の
分
読
破
後
の
充
実
感
は
す
ご
く
、
す
ご
く
覚
え
て
い
る
。 （名

古
屋
本
店 

本
間
） 

 

◆
赤
四
三
七-

一
～
二 

『
マ
リ
ー
・ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』全
二
冊
（シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・ツ
ワ
イ
ク
／

高
橋
禎
二
・秋
山
英
夫
訳
）※
下
巻=

品
切
・重
版
未
定 

私
の
初
の
岩
波
文
庫
は
確
か
こ
れ
で
す
。
中
学
生
く
ら
い
の
時
に
ア
ニ
メ
の
ベ
ル
ば
ら
を
見

て
、
と
か
で
読
ん
だ
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（本
社
ス
タ
ッ
フ 

匿
名
） 

 

◆
赤
四
三
八-

三 

『
カ
フ
カ
短
篇
集
』（池
内
紀
編
訳
） 

カ
フ
カ
と
い
え
ば
分
厚
い
レ
ン
ガ
の
よ
う
な
文
庫
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
が
、
カ
フ
カ
の

短
編
に
こ
そ
彼
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

加
藤
） 

 

◆
赤
四
五
四-

一 

『
ウ
ィ
ー
ン
世
紀
末
文
学
選
』（池
内
紀
編
訳
） 

※
品
切
・重
版
未
定 

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
や
ム
ー
ジ
ル
な
ど
の
中
篇
が
手
軽
（？
）に
読
め
ま
す
。 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

 

◆
赤
四
六
〇-

一 

『
ド
イ
ツ
名
詩
選
』（生
野
幸
吉
・檜
山
哲
彦
編
） 

旅
行
へ行
く
前
に
は
、
そ
の
国
の
本
を
読
み
ま
す
。
ラ
イ
ン
川
が
、
ハ
ル
ツ
山
地
が
懐
か
し

い
！
ゲ
ー
テ
も
リ
ル
ケ
も
ケ
ス
ト
ナ
ー
も
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
お
す
す
め
で
す
。 

（有
楽
町
店 

岡
崎
） 

 

◆
赤
五
二
三-
一
～
二 

『
危
険
な
関
係
』全
二
冊
（ラ
ク
ロ
／
伊
吹
武
彦
訳
） 

一
八
世
紀
後
半
の
貴
族
社
会
を
、
あ
る
男
女
の
手
紙
形
式
で
描
く
。 

過
去
に
何
度
も
映
画
化
・舞
台
化
さ
れ
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
人
間
の
本
質
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。 
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著
者
が
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
恋
愛
ゲ
ー
ム
の
駆
け
引
き
を
、
戦
争
に
お
け
る
心
理

戦
に
例
え
て
読
む
こ
と
も
。 

綺
麗
に
飾
ら
れ
た
言
葉
の
裏
の
裏
を
探
る
の
も
ま
た
楽
し
い
。  

（営
業
企
画
室 

内
野
） 

 

◆
赤
五
三
二-
三
～
四 

『
ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム
・ド
・パ
リ
』全
二
冊
（ユ
ゴ
ー
／
辻
昶
・松
下
和
則
訳
） 

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
美
し
い
！
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
！
！ 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
で
は
カ
ジ
モ
ド
が
主
役
に
な
っ
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
原
作
は
、
教
会
が
大
き
な
権
力
を
持
ち
、
荒
廃
し
た
時
代
の
、
神
に

仕
え
る
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恋
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
聖
職
者
の
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て

来
る
人
間
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

三
間
） 

 

◆
赤
五
三
三-

一
～
七 

『
モ
ン
テ
・ク
リ
ス
ト
伯
』全
七
冊
（ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・デ
ュ
マ
／
山
内
義
雄
訳
） 

・岩
波
文
庫
と
あ
な
ど
る
こ
と
な
か
れ
。 

血
わ
き
肉
踊
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
読
み
出
し
た
ら
と
ま
ら
な
い
。 

（神
保
町
本
店 

母
袋
） 

・と
あ
る
春
休
み
に
一
気
読
み
し
た
学
生
時
代
の
思
い
出
の
シ
リ
ー
ズ
。 （海

老
名
店 

根
岸
） 

・ど
う
せ
買
い
足
し
に
い
く
か
ら
最
初
か
ら
全
巻
買
い
揃
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。 

（名
古
屋
本
店 

畑
中
） 

 

◆
赤
五
五
二-

一 

『
地
獄
の
季
節
』（ラ
ン
ボ
オ
／
小
林
秀
雄
訳
） 

三
島
由
紀
夫
に「
早
熟
な
天
才
以
上
の
も
の
」と
ま
で
言
わ
れ
た
、
ラ
ン
ボ
オ
の
詩
集
。 

「
永
遠
」を
最
初
に
読
ん
だ
時
の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。  

 

（神
保
町
本
店 

大
和
） 

 

◆
赤
五
六
九-

二 

『
地
底
旅
行
』（ジ
ュ
ー
ル
・ヴ
ェ
ル
ヌ
／
朝
比
奈
弘
治
訳
） 

童
心
に
帰
っ
て
冒
険
が
で
き
る
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

匿
名
） 

 

◆
赤
五
九
〇-

一『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
・溶
け
る
魚
』（ア
ン
ド
レ
・ブ
ル
ト
ン
／
巖
谷
國
士
訳
） 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
何
か
を
知
っ
た
後
に
そ
の
作
品
が
読
め
て
し
ま
う
一
冊
。 

（そ
ご
う
千
葉
店 

千
坂
） 

 

◆
赤
Ｎ
五
〇
九-

一 

『
物
質
的
恍
惚
』（ル
・ク
レ
ジ
オ
／
豊
崎
光
一
訳
）  

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ク
レ
ジ
オ
の
著
。
ジ
ャ
ケ
買
い
な
ら
ぬ
タ
イ
ト
ル
買
い
。
タ
イ
ト
ル
が
カ
ッ
コ
イ

イ
か
ら
買
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（そ
ご
う
千
葉
店 

川
島
） 

 

◆
赤
六
〇
八-

四 

『
初
恋
』（ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
／
米
川
正
夫
訳
） 

高
校
生
の
頃
。
記
憶
に
あ
る
限
り
初
め
て
手
に
し
た
岩
波
文
庫
。 

ざ
っ
く
り
と
し
た
あ
ら
す
じ
は
知
っ
て
い
て
、
何
か
岩
波
文
庫
を
読
ん
で
み
よ
う
か
な
、
ぐ

ら
い
の
気
持
ち
で
手
に
し
た
作
品
。
今
で
も
本
棚
に
収
ま
っ
て
い
る
。 

短
い
夏
と
短
い
青
春
の
ひ
と
と
き
が
印
象
的
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（営
業
企
画
室 

内
野
） 

 

◆
赤
六
一
三-

五
～
七 

『
罪
と
罰
』全
三
冊
（ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／
江
川
卓
訳
） 

「
ひ
と
つ
の
罪
は
百
の
善
行
で
償
え
る
」「
非
凡
人
は
、
凡
人
社
会
の
道
徳
や
法
律
を
超
越

し
て
構
わ
な
い
」独
自
の
理
論
を
盾
に
、
強
欲
な
老
婆
を
殺
害
し
た
青
年
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
だ

っ
た
が
、
犯
行
現
場
を
目
撃
し
た
罪
無
き
女
性
を
も
殺
め
て
し
ま
っ
た
事
か
ら
、
罪
の
意
識
に

ど
ん
ど
ん
苛
ま
れ
て
い
く
… 

一
五
〇
年
も
昔
に
書
か
れ
た
こ
の
小
説
は
、
文
学
、
ミ
ス
テ
リ
、
恋
愛
、
哲
学
、
宗
教
、
な

ど
な
ど
お
よ
そ
物
語
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
詰
め
込
ん
だ
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
大
作
。

予
審
判
事
ポ
ル
フ
ィ
ー
リ
ィ
と
の
丁
々
発
止
の
遣
り
取
り
は
、
さ
な
が
ら
、『D

E
A

T
H

 

N
O

T
E

』の
キ
ラ
と
Ｌ
の
よ
う
。 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
新
潮
・工
藤
訳
や
、
露
文
翻
訳
の
大
家
で
あ
る
角
川
の
米
川
訳
、
リ
ー
ダ
ビ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
新
し
さ
が
売
り
の
光
文
社
・亀
山
訳
も
あ
る
中
で
、
名
訳
と
名
高
い
岩
波
・江

川
訳
は
い
か
が
？ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（神
保
町
本
店 

竹
村
） 

 
◆
赤
六
一
九-

一 

『
ト
ル
ス
ト
イ
民
話
集 

人
は
な
ん
で
生
き
る
か 

他
四
篇
』（中
村
白
葉
訳
） 

“人
は
な
ん
で
生
き
る
の
か
”そ
の
答
え
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

迷
っ
て
い
る
と
き
に
読
む
と
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

匿
名
） 

 

◆
赤
六
四
八-

二
～
三 
『
巨
匠
と
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
』全
二
冊
（ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
／
水
野
忠
夫
訳
） 

二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
最
大
の
奇
想
小
説
を
岩
波
文
庫
で
。  

 

（東
京
駅
一
番
街
店 

水
谷
） 
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◆
赤
七
〇
九-

三 

『
む
ず
か
し
い
愛
』（カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
／
和
田
忠
彦
訳
） 

以
前
、
と
あ
る
小
説
を
読
ん
で
い
て
、「
海
水
浴
に
来
た
主
婦
が
、
海
で
水
着
（
し
か
も

下
！
）を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
困
る
話
」と
い
う
の
が
出
て
き
た
の
で
、
気
に
な
っ
て
調
べ
て
み

た
所
、
こ
の
本
に
辿
り
着
き
ま
し
た
（『
あ
る
海
水
浴
客
の
冒
険
』）。「
よ
く
も
ま
ぁ
、
こ
ん
な

テ
ー
マ
で
書
こ
う
と
思
っ
た
も
の
だ
」と
い
う
主
人
公
の
独
白
に
大
い
に
頷
い
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
ん
な
痒
い
所
に
手
が
届
く
岩
波
文
庫
っ
て
、
本
当
に
ス
ゴ
い
。
（神
保
町
本
店 

竹
村
） 

 

◆
赤
七
一
四-

五 

『
月
と
篝
火
』（パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
／
河
島
英
昭
訳
） 

イ
タ
リ
ア
の
作
家
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
の
遺
作
。 

イ
タ
リ
ア
の
と
あ
る
寒
村
に
暮
ら
す
人
々
を
巡
る
過
去
と
現
在
の
出
来
事
を
つ
づ
る
。 

月
と
は
何
を
、
篝
火
と
は
何
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
で
も
直
観
し
え

た
そ
の
時
、
こ
の
作
品
の
相
貌
は
一
変
す
る
。 

読
む
者
は
そ
の
と
き
、
た
し
か
な
戦
慄
を
お
ぼ
え
る
。  

 
 

 
 

 

（新
横
浜
店 

山
田
） 

 

◆
赤
七
一
九-

一 

『
タ
タ
ー
ル
人
の
砂
漠
』（ブ
ッ
ツ
ァ
ー
テ
ィ
／
脇
功
訳
） 

・幻
想
的
で
神
秘
的
な
不
条
理
小
説
。  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（東
京
駅
一
番
街
店 

水
谷
） 

・焦
ら
さ
れ
る
の
に
面
白
い
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

匿
名
） 

 

◆
赤
七
七
〇-

一
～
三 

『
ク
オ
・ワ
デ
ィ
ス
』全
三
冊
（シ
ェ
ン
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
／
木
村
彰
一
訳
） 

美
し
い
生
き
方
、
醜
い
生
き
方
、
そ
れ
を
分
け
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
か
で
は
な
く
、
あ
る
価
値
に
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
か
、
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（そ
ご
う
千
葉
店 

竹
中
） 

 

◆
赤
七
七
四-

一 

『
山
椒
魚
戦
争
』（カ
レ
ル
・チ
ャ
ペ
ッ
ク
／
栗
栖
継
訳
） 

◆
赤
七
七
四-

二 

『
ロ
ボ
ッ
ト
（Ｒ
・Ｕ
・Ｒ
）』（チ
ャ
ペ
ッ
ク
／
千
野
栄
一
訳
）  

ど
ち
ら
も
チ
ャ
ペ
ッ
ク
の
古
典
的
な
Ｓ
Ｆ
で
す
。 

意
外
に
も
、
岩
波
文
庫
か
ら
出
て
い
る
の
が
不
思
議
。  

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

白
井
） 

 

◆
赤
七
九
〇-

一『
コ
ル
タ
サ
ル
短
篇
集 

悪
魔
の
涎
・追
い
求
め
る
男 

他
八
篇
』（木
村
榮
一
訳
）  

・サ
ク
ッ
と
読
め
る
短
編
集
だ
が
、
ず
し
り
と
重
い
価
値
あ
る
一
冊
。 

現
実
か
ら
徐
々
に
非
現
実
的
な
世
界
へと
旅
を
す
る
。 

だ
が
そ
の
境
は
本
当
に
曖
昧
で
行
っ
た
り
来
た
り
。 

故
に
幻
想
の
中
に
も
現
実
以
上
の
生
々
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。 

加
え
て
、
ど
の
話
も
余
韻
を
残
し
、
そ
こ
で
終
わ
ら
な
い
の
も
じ
わ
じ
わ
と
く
る
怖
さ
が

あ
っ
て
面
白
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（明
治
大
学
和
泉
売
店 

水
嶋
） 

・ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
家
コ
ル
タ
サ
ル
の
代
表
作
一
〇
篇
を
お
さ
め
る
。
現
実
と
非
現
実
と

が
継
ぎ
目
無
く
入
れ
替
わ
る
、
独
特
の
作
風
に
よ
っ
て
読
者
は
い
つ
し
か
、
読
む
前
に
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
へた
ど
り
つ
い
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

（新
横
浜
店 

匿
名
） 

 

◆
赤
七
九
二-

一 

『
伝
奇
集
』（Ｊ
．
Ｌ
．
ボ
ル
ヘ
ス
／
鼓
直
訳
） 

幻
想
短
篇
作
家
の
ボ
ル
ヘス
の
非
凡
な
迷
宮
的
想
像
世
界
を
知
り
た
い
な
ら
、
ま
ず
は
こ
の

本
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（東
京
駅
一
番
街
店 

後
藤
） 

 

◆
赤
七
九
二-

五 

『
詩
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
』（Ｊ
．
Ｌ
．
ボ
ル
ヘ
ス
／
鼓
直
訳
） 

ボ
ル
ヘス
の
講
義
録
。
な
め
ら
か
な
語
り
か
ら
ボ
ル
ヘス
の
世
界
も
見
え
る
し
、
ボ
ル
ヘス
の
言

葉
か
ら
世
界
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

大
塚
） 

 

◆
赤
八
〇
一-

一 

『
や
し
酒
飲
み
』（エ
イ
モ
ス
・チ
ュ
ツ
オ
ー
ラ
／
土
屋
哲
訳
） 

初
め
て
読
ん
だ
ア
フ
リ
カ
文
学
だ
っ
た
と
思
う
。 

神
秘
的
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
荒
唐
無
稽
な
冒
険
を
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。

日
本
の
神
話
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（死
者
の
国
に
や
し
酒
つ
く
り
を
捜
し
に
行
く
と
こ

ろ
と
か
）。  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（神
保
町
本
店 

三
間
） 
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